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一人は万人のために 万人は一人のために  

そして次世代のために  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活協同組合生活協同組合生活協同組合生活協同組合    コープあいづコープあいづコープあいづコープあいづ    

2002 年に認証取得した ISO14001 は、今年２月に３回目の更新審査を受け１０年目の活動を開始

しています。ISO14001 の仕組みを利用し、更なる環境負荷の低減と経済と環境が両立した「持続

可能な社会づくり」のために、今後一層の努力を続けて行きます。 

また、平成２２年に施行された「改正省エネ法」では、エネルギー消費の低減が求められてい

ますが、震災により更に大きな低減が社会的責任として課せられます。昨年１０月に開催された

生物多様性条約第 10 回締約国会議（COP10））では、地球規模での人と自然の共生の実現が求めら

れており、後世に美しい地球を引き継ぐことが、私たちの責務でもあります。 

コープあいづは、自然豊かな会津の地が、いつまでも美しく、安心してくらしていけるよう、

組合員、そして地域の方々とも一緒になって取り組んでいきます。 
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環 境 方 針 

    

 

＊＊＊＊＊ 理理理理    念念念念 ＊＊＊＊＊ 

 

 生活協同組合コープあいづは、「一人は万人のために 万人は一人のために そして次世代のた 

めに」の精神を掲げ、「自立した市民の協同の力で、人間らしいくらしの創造と持続可能な社会の 

実現」を目指します。 

豊かでくらしやすい地域を大切にし、子孫に対して、人類共通の財産である美しい地球を残すた 

 め、環境保全に配慮した事業活動を行います。 

 経済と環境が両立した「持続可能な社会づくり」の為に、循環型システムの構築と地球温暖化対 

策をすすめます。 

  

＊＊＊＊＊ 方方方方    針針針針 ＊＊＊＊＊ 

 

  生活協同組合コープあいづは、組合員のくらしと地域社会に貢献するために、組合員活動と店舗事

業、共同購入事業、共済・旅行のサービス事業を行っています。こうした活動、製品、サービスにおけ

る環境影響の大きな項目については、目的・目標を設定し、定期的に見直すことにより、環境負荷の軽

減と汚染の予防、環境マネジメントシステムの継続的な改善を図ります。 

 環境関連の法令、条例、その他受入れを決めた要求事項を遵守します。 

 

 １．地球温暖化の原因となるＣＯ2の排出量削減のために、温暖化防止自主行動計画をすすめます。 

 ２．事業所の省資源、省エネルギー、事業の効率化に取り組みます。 

 ３．事業活動から発生する廃棄物の削減、リサイクルに取組みます。 

 ４．「環境に配慮した商品」の取り扱いと普及をすすめます。 

 ５．組合員さんと一緒に、地域の環境保全活動の推進や生物多様性の保全活動に取り組みます。 

 ６．事業の効率化や環境破壊につながる車両事故を減らします。 

 

  以上の活動を進めるため、コープあいづの組合員の為に働くすべての人に環境方針を周知します。 

  この環境方針を広く公開し、環境活動の取組み状況について定期的に、公表します。 

 

                              ２０１１年 ４月２１日制定 

                              生活協同組合コープあいづ 

                              理事長 荒井 信夫 
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 ＊ＰＢ商品：プライベート商品。コープあいづが独自に開発した商品。 

 ＊ＮＢ商品：ナショナルブランド商品。大手メーカーが全国的に流通させる商品。 

実績 2009年度との差

電気(kwh) 11,808,603 -45,448
ガス(m3) 103,351 4,941
灯油(ℓ) 58,411 5,030
水(m3) 64,422 6,788
ガソリン(L) 27,942 3,625
軽油(L) 90,457 -3,526

5,511,970 -19,030
147,429 14,408

廃棄物のﾘｻｲｸﾙ量 285,737 64,833
647,394 -282,606
15,605 1,419
10,896 2,012
291,900 -18,110
6,117 2,133
7,462 650
6,257 948

環　境　保　全　効　果

環境保全効果を表す指標

水
光
熱

燃
料

エネルギーの投入
事業エリア
内コストに対
応する効果

エネルギー消費によるCO2(kg)

事業活動に投入する資源
に関する効果

廃棄物の排出(kg)

食品残さ、廃食油(kg)

ＰＥＴ

回収ﾘｻｲｸﾙ量(kg)

事業活動から算出する
財・サービスに関する効
果

上・下流コス
トに対応す
る効果

レジ袋使用枚数(枚)

牛乳パック

食品トレー

商品案内

ビン

缶

 

事業活動にともなう環境負荷の現状 

電気、水、原材料 

農業、石油類、 

包材、物流資材 

製造メーカー 

産地 

 

 

COOP商品 

ＰＢ商品 

産直商品 

 

ＮＢ商品 

軽油 

電気、水、ガス 

車両燃料、コピー

用紙、事務用品 

軽油 

電気、水、ガス 

物流機器、コピー

用紙、事務用品 

軽油 

電気、水、ガス 

コピー用紙、事

務用品、食用油 

軽油、ガソリン 

物流車両 

本部 

支部 

商品部 

商品 

開発 

仕様 

決定 

ＤＣ（物流

センター） 

店舗・支部 

 

リサイクル活動 

＜店舗＞ 

 牛乳ﾊﾟｯｸ、食品ﾄﾚｰ、 

ビン、缶、ＰＥＴ 

＜共同購入＞ 

 商品案内、牛乳ﾊﾟｯｸ 

 卵ﾊﾟｯｸ 

CO2、排水、

騒音 

振動、臭気 

廃棄物 

CO2  

NOx 

PM 

廃棄物、CO2、排水、紙

のﾘｻｲｸﾙ、食品残さのﾘｻ

ｲｸﾙ、食用油のﾘｻｲｸﾙ 

CO2、  

排水、紙の

ﾘｻｲｸﾙ 

廃棄物 

CO2  

NOx  

PM 

CO2、排水、

紙のﾘｻｲｸﾙ 

廃棄物 

CO2  

NOx  

PM 

CO2  

NOx  

PM 

容器包装のﾘ

ｻｲｸﾙ･ﾘﾕｰｽ、

廃棄物の分

別 

配送車両 配送車両 

商品選定 
物流車両 

納品 納品 

配送効率の改善 

納品 

組合員さん 

地域での環

境活動 

商品 

＊上流コストとは、事業エリアの上流域で発生する環境負荷を抑制する取り組みのためのコスト及びこれに関連した

コスト。下流コストとは、事業エリアの下流域で発生する環境負荷を抑制する取り組みのためのコスト及びこれに関

連したコストを言います。 
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行政と一緒にレジ袋削減に取り組んでいます。 

・福島県におけるレジ袋の削減に関する協定 

 （21年 6月協定締結） 

・喜多方市におけるレジ袋削減に向けた取り組みに 

関する協定（21年 4月協定締結） 

02年度 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度
CO2総排出
量（ｔ）

7,029 7,059 7,647 6,884 5,614 6,126 5,911 5,531 5,512

供給高１億円

あたりのCO2
59.5 65.3 69.1 62.5 52.8 54.6 54.1 49.3 47.0

02年度対比 109.7% 116.1% 105.0% 88.7% 91.8% 90.9% 82.9% 79.0%

 

 

 コープあいづは、全国

の生協と一緒に事業から

のＣＯ2 削減を目指して、

2004 年から温暖化防止

自主行動計画を策定しています。2002 年度を基準

年とし、「商品供給高１億円当たりのＣＯ2排出

量」を原単位として削減する取り組みをすすめ

ていますが、2011 年度に策定する自主行動計画

では「総量削減」での計画を定め、更に温暖化

防止対策を強化していきます。 

 2010 年度は、ひがし店、ほんまち店、あいお

い店のBESTA店へのリニューアルや営業時間の

短縮、売り切った冷ケースの消灯などにより、

前年度のＣＯ2 総排出量を削減する事ができま

した。 

 2011 年度は、改正省エネ法にも準拠した、省エ

ネ設備への投資計画を含めた、具体的かつ有効な

ＣＯ2削減計画を作成していきます。 

 

 

 

 

 コープあいづでは、使い捨てとなりやすい「レ

ジ袋」の削減に努めており、2009 年度から始ま

った「レジ袋有料化」に伴い、レジ袋辞退率は

８７％と高くなりました。 

 重量では前年より２ｔもの削減が出来ました。

2005年との比較では３４ｔもの削減となりまし

た。 

 レジ袋は、石油から作られるもので、枯渇資

源の使用削減とゴミ減量につながります。 

  

 
地球温暖化防止自主行動計

レジ袋削減の取り組み 
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電気電気電気電気のののの使用使用使用使用    

 2010 年度の夏は、猛暑で電気使用量が大幅に増

加しましたが、省エネ推進等で前年比 99.6％と僅

かながら削減する事ができました。 

猛暑で増加した電気使用量を削減する為に、店

舗ではデマンドコントロール装置を活用し、空調

機の室外機への水かけやすだれの使用、売切った

冷ケースの消灯、生鮮を除くバックヤードの空調

機のスイッチオフなどの努力を行いました。 

 また、３店舗で BESTA 店へとリニューアルし、

営業時間を短縮した事も削減に貢献しました。 

 

ガスのガスのガスのガスの使用使用使用使用    

 ひがし店、ほんまち店、あいおい店の空調機は、

ガスヒーポンを使用しており、猛暑によって使用

量が増加しました。また、BESTA 化によって惣菜

の供給量が増え、フライヤーで使用するガスも増

加し、前年比５％程の増加となりました。 

  

 

 

灯油灯油灯油灯油のののの使用使用使用使用    

 灯油は、本部や支部、ばんげ店の暖房、ほんま

ち店の融雪設備で使用しています。 

 2010 年度は、大雪の為、ほんまち店の融雪設備

の灯油使用量が前年比123％となりました。また、

寒波の影響で全体でも前年比 109％と大幅に増加

しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

車両燃料車両燃料車両燃料車両燃料のののの使用使用使用使用    

 軽油は、宅配事業（共同購入・個人宅配）の配

送用トラックの燃料として、ガソリンは営業車の

燃料として利用しています。 

 どちらも、事業拡大によって増加しますが、宅

配事業（共同購入・個人宅配）では、地図システ

ムの活用により、配送効率の見直しを行い、軽油

の使用料は前年比で 0.7％の増加に抑制ができて

います。ただし、配送１ポイント当たりの軽油使

用量では 4.4％の効率アップを実現しています。 

 ガソリンの使用は、前年比115％となっており、

増加しています。ISO14001 の手順で「ＥＣＯ運転」

を推奨していますが、更に強化していきます。 

 

省エネルギーの取り組み 
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 コープあいづでは、商品の提供に関わって、ト

レーやラップ、袋などの容器包装を大量に使用し

ています。 

 店舗での供給量が増えており、使用する量が増

えていますが、トレーの軽量化やバラ売りを行う

事で、使用量の削減を行っています。昨年と比較

して削減ができていますが、レジ袋有料化による

削減効果が大きくなっています。 

 また、もっとも多く使用しているものが店舗で

使用するトレーで、自ら回収する取り組みを強め

ています。 

 

再生再生再生再生トレーのトレーのトレーのトレーの取取取取りりりり扱扱扱扱いをいをいをいを強化強化強化強化    

 トレーのリサイクルを促進するために、2010 年

度は再生トレーの扱いを増やし、原料である石油

の使用削減に取り組んでいます。 

 再生品であっても、表面にはバージンフィルム

が使用されており、衛生面でも安心です。 

 コープあいづでは、リサイクル推進には、回収

だけでなく、再生品を利用する事が重要だと考え

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

透明透明透明透明トレーのトレーのトレーのトレーの回収回収回収回収をををを始始始始めましためましためましためました    

 発泡トレーについで使用量の多い透明トレー

（お刺身や総菜の上にある透明のふたなど）、通常

は回収されることがなく、ゴミとして廃棄される

ことが多いものです。 

 コープあいづでは、トレーメーカーの協力で

2010 年度 10 月より透明トレーの回収も始め、約

10ｔもの回収を行っています。2011 年度は、更に

回収を強化していきます。 

 

 

 

 

 

容器包装の使用 

組合員さん → 店舗・共同購入 → 容器包装問屋  

  ↑               ↓ 

店舗・共同購入 ←再生トレイ    ←プラスチック工場 

         ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ･ﾋﾞﾃﾞｵｶｾｯﾄｹｰｽ  
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水道水道水道水道のののの使用使用使用使用    

 水道使用量は、店舗の BESTA 化に伴う商品量の

増加に比例し、前年比 112％増加しています。 

  

紙類紙類紙類紙類のののの使用使用使用使用    

 事業で使用する紙類の多くは、宅配事業で使用

する商品案内が一番多く、次に多いのは店舗のチ

ラシ（新聞広告）です。 

 

 

 

 

牛乳牛乳牛乳牛乳パックパックパックパック（（（（飲料用紙飲料用紙飲料用紙飲料用紙パックパックパックパック））））のののの回収回収回収回収    

 2010 年度、店舗や共同購入センターで回収して

いる牛乳パックは 15,605kg となりました（昨年よ

り約 1.5ｔ増加）。 

 良質なバージンパルプで造られている牛乳パッ

クをリサイクルすることは、紙の原料となる森林

資源の保護やゴミ減量化の意義があります。 

 回収した牛乳パックは、古紙問屋を通じ製紙会

社に運ばれ、コアノンロール等のトイレットペー

パーとしてリサイクルされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 2010 年度は、商品案内は 9％程度削減できてい

ます。ただし事業での使用であり、削減しづらい

面もあります。コープあいづでは、使用する紙資

源を無駄にしないよう、自ら商品案内を回収しリ

サイクルしています。 

 また、使用済ＰＯＰ用紙やコピー用紙（個人情

報や機密文章を除く）についても、回収ボックス

を活用し、古紙業者に運びこみリサイクルしてい

ます。 

 

 

 

食品食品食品食品トレーのトレーのトレーのトレーの回収回収回収回収    

 2010 年度は、10,896kg の食品トレーを回収しま

した。 

 使用枚数は、供給高増加に伴い増加しています

が、メーカーによる軽量化が進み、回収重量は減

少傾向でした。2010 年度は、10月から透明トレー

の回収を始めた事から、回収重量が増加していま

す。 

 

 

資源の使用 

リサイクルの取り組み 
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発泡発泡発泡発泡スチロールスチロールスチロールスチロール容器容器容器容器のののの回収回収回収回収    

 コープあいづでは、魚などが入っている発泡ス

チロール容器を自ら回収し、リサイクルしていま

す。 

 各店舗から排出された発泡スチロール容器は、

専用の車で回収し、エコセンターにある減容機で

インゴット化され、プラスチックの原料として製

造メーカーに売却しています。 

 2010 年度は、33ｔの回収を行い、リサイクルす

ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜リサイクルの様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内袋内袋内袋内袋のののの回収回収回収回収    

 宅配事業では、冷凍や冷蔵の商品を、発泡スチ

ロール容器に入れて配送します。その商品保護の

為に使う「内袋」は、使うとすぐにゴミになって

しまいます。 

 プラスチック袋のリサイクルは行政でも進めら

れてはいますが、リサイクルしづらいものです。

コープあいづでは、自ら回収しリサイクルするこ

とで、地域のゴミ減量に務めています。 

 2010 年度は、1,660kg の回収を行い、リサイク

ル工場でＲＰＦ（Refuse Paper＆Plastic Fuel）

化し、製紙会社や発電所などで使う固形燃料とし

て利用されます。 

 

商品案内商品案内商品案内商品案内のののの回収回収回収回収    

 生協の宅配事業は、商品案内やカタログを配布

し、商品をご注文いただく仕組みです。毎週、組

合員さんに大量の商品案内を作成し、お届けして

います。大量に発生させるものですから、自ら回

収し、サンネット事業連合と一緒にリサイクルし

ています。 

 2010 年度は、291,900kg もの回収があり、ほぼ

100％の回収率となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

回収した発泡ス

チロールから作

られ、各店舗に設

置された「エコベ

ンチ」！ 

熱を加えて溶か

し固めます。 
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生生生生ごみをリサイクルしていますごみをリサイクルしていますごみをリサイクルしていますごみをリサイクルしています    

 コープあいづの店舗からは、加工残渣や売れ残

り商品等、大量の食品廃棄物が発生します。その

減量やリサイクルは、食品リサイクル法でも求め

られており、これまで各店舗に生ごみ処理機を設

置し、一次発酵させたものを業者に引き取って頂

き二次発酵させ、店舗で販売している「エコまる

（肥料）」や産直生産者に使って頂きました。 

 2010 年度 12 月からは、店舗から排出する食品

残さを業者に引き取って頂く方法に変更し、これ

まで処理できなかった量の食品廃棄物をリサイク

ルできるようになりました（店舗の生ごみ処理機

の処理能力は一日 80kg 程度でした）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

廃廃廃廃食用油食用油食用油食用油をリサイクルしていますをリサイクルしていますをリサイクルしていますをリサイクルしています    

 店舗の惣菜部門では、毎日大量の食用油を使用

しています。コープあいづでは、廃食油はすべて

リサイクルしています。 

 にいでら店、ほんまち店、あいおい店、とねが

わ店から排出された廃食油は、「ピーターパン共同

作業所（会津美里町）」で 8,155L、ばんげ店では

「桜の家共同作業所（坂下町）」で 4,270L の廃食

油を回収いただき、バイオディーゼル燃料として

リサイクルされ、会津若松市内で走るタクシーや

エコロン号（市内循環バス）の燃料として活用さ

れています。 

ひがし店、ぷらざ店、しおかわ店から排出され

た廃食油は、「あやめサービス（山形市）」で回収

され、9,504L が飼料として活用されています。 

  

 

廃棄物削減の取り組み 

↑作業場で水を切って排出し

ます。 

←ペレット（粒状）化してい

るので、家庭菜園などで利用

しやすくなっています。 

ピーターパンの

ＢＤＦ製造機。 

作業所の仲間が毎

日、油の状況を点

検して機械に投入

します。 
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みんなでエコみんなでエコみんなでエコみんなでエコ！！！！２０１０２０１０２０１０２０１０    

 全国の生協の仲間と一緒に

「みんなでエコ！２０１０」

に取り組み、家庭での省エネ活動、マイバッグ持

参運動、リサイクル推進、環境配慮商品の普及な

どの活動に取り組みました。 

 

一日一日一日一日エエエエコライフにコライフにコライフにコライフに取取取取りりりり組組組組みましたみましたみましたみました    

 地球温暖化を防ぐためには、私たちのくらしの

中からＣＯ2 をできるだけ出さないことが大切で

す。冷暖房の温度設定や無駄な電気を消す、車を

使わないなどの取り組みを、家族でチャレンジす

る「一日エコライフチャレンジシート」への参加

を呼び掛け、のべ 1,317 名の参加がありました。 

  

ＥＣＯＥＣＯＥＣＯＥＣＯ学習会学習会学習会学習会をををを行行行行いましたいましたいましたいました    

 ハーモニーほんごうで、入所しているおとしよ

りと、近くの小学校の子どもたちに、身近な環境

とエコキャップ運動についての学習会を行いまし

た。 

 リサイクルの

仕組みや暮らし

の省エネについ

て一緒に勉強す

る事ができまし

た。 

 他にも、小学

校の総合学習で

「地球温暖化と家庭の 

 

 

省エネ」についての講師派遣なども行いました。 

 コープあいづでは、地域の学習会などへも講師

を派遣し、一緒に環境保全活動を推進する活動に

取り組んでいます。 

 

環境配慮商品環境配慮商品環境配慮商品環境配慮商品のののの普及普及普及普及にににに取取取取りりりり組組組組みましたみましたみましたみました    

 どっかん商品に環境配慮商品を選定し、組合員

さんと一緒に普及活動に取り組みました。 

 2010 年度は、「液体セフター詰め替え用」、「液

体おおぞら」、「セフターエナジーリキッド」、「セ

フターＥ」の４品目の普及活動を行い、通常月の

約２倍程度の普及ができました。 

また、コアノンロールは、「COOP コアノンスマ

イルスクール プロジェクト（１袋購入頂くと１円

のユニセフ募金ができる＊2011 年 10 月 31 日まで）」

のお知らせを行い、古紙の利用普及とユニセフ募

金推進を行いました。 

 

身近身近身近身近なななな環境環境環境環境をををを知知知知るるるる活動活動活動活動にににに取取取取りりりり組組組組みましたみましたみましたみました    

環境委員会では、毎月定例会を行い、身近な環

境についての調査や学習などに取り組んでいます。 

環境委員会は、コープあいづの組合員さんなら

どなたでも参加できます。一緒に勉強や活動しま

せんか！ 

 

全県一斉水質調査全県一斉水質調査全県一斉水質調査全県一斉水質調査にににに参加参加参加参加しましたしましたしましたしました    

 福島県では、身近な水環境への県民の意識向上

を図るため、水環境保全活動に取り組む県内のＮ

ＰＯ団体やボランティア及び学校等の協力を得て、

水質の簡易分

析器具を使用

して行った全

県一斉水質調

査に取り組ん

でいます。  

組合員さんと一緒にすすめる環境保全活動 
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環境委員会では、この調査に参加しており、2010

年度は会津若松、塩川、喜多方、坂下を回って水

質の簡易分析器具（パックテスト）を使ってＣＯ

Ｄ濃度を調査しました。 

※ＣＯＤ：化学的酸素要求量。この値が大きいほど有機物

が多く汚れていることを示します。 

    

県県県県せせらぎスクールにせせらぎスクールにせせらぎスクールにせせらぎスクールに参加参加参加参加しましたしましたしましたしました    

 環境委員会では、毎年「せせらぎウオッチング」

を開催しています。「せせらぎウオッチング」とは、

川の様子や身近な水生生物の様子から自然の変化

を知る活動です。 

 2010 年度は、その指導を行う為、県の学習会に

参加しました。環境委員会では、多くの方が家族

で参加し、自然を守ることの大切さを知り、少し

でも多くの方が環境問題に関心を持ってほしいと

願っています。 

 

ＮＯＮＯＮＯＮＯ2222 測定測定測定測定にににに取取取取りりりり組組組組んでいますんでいますんでいますんでいます    

 環境委員会では、酸性

雨や喘息の原因となる大

気汚染物質の一つである

二酸化窒素（ＮＯ2）の測

定を、年４回取り組んで

います。 

 会津若松市、喜多方市、

坂下町の小学校やコープ

あいづの店舗等２０箇所

で定点観測を長年取り組

んでおり、貴重なデータとなっています。 

 環境基準値を超えるような場所はありませんが、

きれいな会津の大気を守る為、今後も観測を続け

ていきます。 

 

ダンボールコンポストのダンボールコンポストのダンボールコンポストのダンボールコンポストの学習会学習会学習会学習会をををを行行行行いましたいましたいましたいました    

 家庭から出される生ごみを、身近にあるダンボ

ールを使って堆肥をつくる学習会を行いました。 

 基材は、ホームセンターや園芸店で揃うものを

使うので、思ったより簡単に取り組めます。 

 

環境環境環境環境フェスタにフェスタにフェスタにフェスタに参加参加参加参加ししししていますていますていますています    

 会津若松市鶴ヶ城体育館で行わる「環境フェス

タ」に毎年参加しています。 

 2010 年度は、水質検査やＮＯx測定の結果報告、

ケナフの展示や「一日エコライフ」の参加呼びか

け、カレンダーなどの廃材を使った吹矢ゲームな

どを行い、多くの方に参加頂きました。 

 

 その他、環境員会では、エコキャップ運動への

参加、ケナフの植樹、エコクッキングや清掃活動

への参加などにも取り組んでいます。
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環境方針 2010 年度目標 実績  

「環境に配慮した商品」

の取り扱いと普及をす

すめます。 

環境配慮商品を年２回普及する（前年比 120%）。 年４回実施 (^_^) 

地球温暖化の原因とな

るＣＯ2 の排出量削減の

ために、温暖化防止自主

行動計画をすすめます。 

供給高１億円当たりのＣＯ2排出量を、09 年度

対比２％削減する。 

４８．３ＣＯ2/億円 

４７．５ 

ＣＯ2/億円 

(^_^) 

組合員さんと一緒に、地

域の環境保全活動の推

進や生物多様性の保全

活動に取り組みます。 

環境をテーマにした学習会の参加者を１００人

にする 

１４１名 (^_^) 

エコライフの参加者を３,０００人に拡大する １,３１７名 (T_T) 

事業所の省資源、省エネ

ルギー、事業の効率化に

取り組みます。 

店舗の電気使用量を、09年度対比４％削減する。

11,098,327 kwh 

11,393,466kwh 

(97.4%) 

(T_T) 

本部支部 DC の電気使用量を、09年度対比１％削

減する。343,393kwh 

413,137kwh 

(82.7%) 

(T_T) 

ノー残業デーの実施（強化） 実施（強化） (^_^) 

労働災害を 09年度より３件削減する（２５件） １８件 (^_^) 

共同購入配送車の軽油使用量をポイント数対比

09 年度の 0.6％削減する。0.273L/ﾎﾟｲﾝﾄ 

0.262L/ﾎﾟｲﾝﾄ 

(104%) 

(^_^) 

軽油１Ｌ当たりの灯油配達量を 09 年度比０．

３％向上させる。259L/L 

257L/L 

(99.1%) 

(T_T) 

店舗のガスの使用量を０９年度対比０．２％削

減する。98,507 m3 

103,221 m3 

(104.8%) 

(T_T) 

事業活動から発生する

廃棄物の削減、リサイク

ルに取組みます。 

店舗の廃棄ロス金額を09年度より４３１万円削

減する。 △60,513 円 

△58,375 円 

(103.7%) 

(^_^) 

店舗の生ごみのリサイクル率を５２．９％にす

る。 

38.8% 

(73.3%) 

(T_T) 

事業の効率化や環境破

壊につながる車両事故

を減らします。 

共同購入配送車両の事故を09年度より４件削減

する。３２件 

１８件 (^_^) 

 

※環境方針は 2010 年度の内容です。 

 

ＩＳＯ１４００１のとりくみ 

２０１０２０１０２０１０２０１０年度年度年度年度のののの環境目標環境目標環境目標環境目標のののの達成状況達成状況達成状況達成状況    目標達成(^_^)  目標未達成 (T_T) 

「液体セフター詰め替え用」「液体おおぞら」

「セフターエナジーリキッド」「セフターＥ」 
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法規制等法規制等法規制等法規制等のののの順守状況順守状況順守状況順守状況（（（（主主主主なものなものなものなもの））））    

  

主な法規 対象となる施設及び要求事項 順守状況（2011 年 3 月調査） 

消防法 ・事業所の防火対象物の定期点

検報告。 

・防火管理者の設置。 

・灯油・軽油・ガソリン等の危

険物貯蔵及び管理者。 

・危険物貯蔵及び取り扱い管理については問題

なし。 

・防火管理者、危険物保安監督者の設置を確認。 

・施設の防火対策は、消防署の立ち合い検査も

うけ、問題がない事を確認。 

浄化槽法 ・年１回指定検査機関による法

定検査。（第 11条） 

・法定に基づく保守点検及び清

掃。 

・月２回の点検及び清掃の実施。 

・にいでら店で一時ｐｈが悪化した。バッキ調

整等によって改善し、現在は法定基準を維持

している。 

下水道法 ・排出水質基準の順守。 

・排出事故時緊急措置及び届出。 

・水質基準、問題なし。 

・排水事故なし。 

水質汚濁防止法 ・河川等への油流失による汚染 ・河川等への流出なし。 

騒音・ 

振動規制法 

・指定区域内の特定施設の設置

の届出。（冷凍機及び空気圧縮

機の出力 7.5kw 以上の設備） 

・届け出の実施。 

・騒音振動の苦情なし。 

廃棄物の処理及

び清掃に関する

法律 

・一般廃棄物、産業廃棄物の委

託業者との契約。 

・廃棄物の保管、管理。 

 マニフェストの発行と管理 

・契約の見直しと契約書の点検整理。業者の免

許許可確認の実施。 

・マニフェストの発行及び回収状況問題なし。 

・マニフェスト交付状況報告実施済。 

容器包装 

リサイクル法 

・使用量に応じたリサイクル義

務。 

・排出抑制義務（店頭回収の促

進、レジ袋の削減）及び報告

義務。 

・トレーの店頭回収、レジ袋削減の取り組み。 

・透明トレーの回収を 2010 年 10 月より開始。 

・委託契約、2011 年 2月に実施済。 

・定期報告、2011 年 6月に実施。 

食品 

リサイクル法 

・再生利用等の実施及び目標の

設定。2012 年度までに 45％、

以降 50％まで毎年 2％増加、

50％以上は毎年 1％増加。 

・定期報告義務。 

・全店舗で生ごみ処理機を導入。2010 年 11 月

から業者委託での処理に切り替えたが、一部

の店舗で再資源化が止まっており、再資源化

率が低下（38.8％）。 

・定期報告、2011 年 6月に実施。 

 

 

 

環境関連法規 
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主な法規 対象となる施設及び要求事項 順守状況（内部環境監査で点検） 

エネルギーの使

用の合理化に関

する法律 

・エネルギー管理統括責任者及

びエネルギー管理企画推進者

の選任 

・中長期計画の策定。 

・定期報告の実施。 

・エネルギー管理統括責任者及びエネルギー管

理統括責任者及びエネルギー管理企画推進

の選任届の実施。 

・中長期計画及び定期報告の実施。 

・管理標準は現在作成中。 

資源有効利用促

進法 

・分別回収のための表示義務 ・ＰＢ商品は、メーカー点検で実施。問題ない

ことを確認した。 

フロン類の回収

及び破壊の実施

の確保等に関す

る法律 

・フロン引渡しにおいては「委

託確認書」の交付と「引取証

明書」による引渡し終了の確

認。 

・ひがし店の空調機を１台処理。フロンの破壊

を書面で確認した。 

PCB 処理特別措

置法 

・PCB 廃棄物の届出・保管 ・現段階で管理するものはない。 

喜多方市におけ

るレジ袋削減に

向けた取り組み

に関する協定 

・マイバッグ、マイバスケット

の持参の呼びかけ。 

・マイバッグ、マイバスケット

の販売。レジ袋の辞退数、マ

イバッグ、マイバスケット持

参率など削減状況を市に報

告。 

・レジ袋の無料配布の取りやめ。 

・有料化の完全実施により、レジ袋辞退率は 

８７％になっている。 

・総重量に関しても、来店者数が伸びているが、

年間累計では重量を削減してきている。 

 

福島県における

レジ袋の削減に

関する協定 

・マイバッグ等の持参を呼びか

け、レジ袋の削減の取り組み

の推進。 

・レジ袋の収益金は環境対策に

活用。 

・マイバッグ等の持参率及びレ

ジ袋削減を図る活動状況等に

ついて、定期的に福島県に報

告。 

 

05年度 06年度 07年度
重量(kg) 39,097 35,727 36,993
レジ袋辞退率 14% 16% 19%

08年度 09年度 10年度
重量(kg) 31,145 6,731 4,704
レジ袋辞退率 23% 87% 87%
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事故緊急事態事故緊急事態事故緊急事態事故緊急事態のののの訓練及訓練及訓練及訓練及びびびび発生発生発生発生    

 灯油、ガソリンの河川流出事故を想定した訓練

テストは、若松燃料、喜多方燃料で実施し、手順

等に問題がないことを確認しました。 

 環境に関わる、事故緊急事態の発生はありませ

んでした。 

 

内外内外内外内外からのからのからのからの「「「「声声声声」」」」    

 環境に関わる意見や情報は、１７件ありました。 

省エネに関する意見が多く、対策等について検討

しました。 

＜主な意見＞ 

・ 電気代を節約するために、店舗の窓にフィ

ルムを貼ったり、アサガオやヘチマなどで

緑のカーテンを作ってはどうか。 

・ 店舗のバックヤードの電気で、２本のとこ

ろは１本にしてはどうか。 

・ トイレに、「おとひめ（水を流す音がする装

置）」をつけてはどうか。 

・ 白熱灯を使用している場所を、ＬＥＤライ

トに変えてはどうか。 

・ 震災による電力不足でお店の電気を消して

いるが、電力不足が解消した後もつけなく

て良い照明がある。 

 

地域地域地域地域やややや行政行政行政行政とのとのとのとの連携連携連携連携やネットワークやネットワークやネットワークやネットワーク    

福島議定書福島議定書福島議定書福島議定書のののの取取取取りりりり組組組組みにみにみにみに参加参加参加参加しましたしましたしましたしました。。。。    

 2010 年度も、福島県が推進している「福島議定

書」に参加し、実施期間中（9月～11月）に電気、

ガス、車両燃料などの削減目標を設定し、取り組

みを行いました。 

 今年度は残暑も長く続き、大きな削減効果がで

ませんでしたが、３年連続で入賞をすることがで

きました。 

 

 

 

 

    

行政行政行政行政のののの会議会議会議会議にににに委員委員委員委員としてとしてとしてとして参加参加参加参加していますしていますしていますしています    

 福島県が主催する、「地球にやさしい“ふくしま” 

県民会議 会津地方会議」の委員として、環境管

理責任者の目黒室長（役員室）が参加し、事業に

対する意見や提言をしています。 

 

地球地球地球地球にやさしいにやさしいにやさしいにやさしい““““あいづあいづあいづあいづ””””地球温暖化防止地球温暖化防止地球温暖化防止地球温暖化防止フェフェフェフェ

スタスタスタスタ」」」」のパネラーとしてのパネラーとしてのパネラーとしてのパネラーとして参加参加参加参加しましたしましたしましたしました    

 会津大学で開催された学習会のパネルディスカ

ッションに、コープあいづの環境管理責任者でも

ある目黒役員室長が参加し、コープあいづの環境

推進活動について報告しました。 

目黒室長からは、10年前より ISO14001を取得

し環境保全活動を推進していること。事業者とし

て地球温暖化防止の為に、「温暖化防止自主行動計

画」を策定し省エネに取り組んでいる事。福島議

定書事業にも参加し、３年連続での入賞を果たし

ている事などが報告されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育訓練教育訓練教育訓練教育訓練    

 全職員が、「コープあいづ環境テキスト」を使い、

環境学習を行いました。 

 日本生協連によるＥＭＳ研究会及び北海道東北

地連地球温暖化防止自主交流会に環境管理責任者

及び事務局が参加しました。 

 環境事務局が、おおさかパルコープやコープふ

くしまの内部環境監査に参加しました。 

コミュニケーション 
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内部環境監内部環境監内部環境監内部環境監査査査査    

 2010 年度は、内部環境監査員 11名が 11月 5 日

～11月30日にかけて14部署の内部環境監査を実

施しました。 

監査の結果、49件の所見が出されました。内訳

は、軽微な不適合１件、観察３３件、推奨６件、

プラス評価９件でした。 

改善が必要として指摘された内容は、①不適合

是正で、原因の分析が不十分なところがある。よ

って、是正対策が具体的でなかったり、有効でな

い対策がある。②進捗報告書を、環境の側面だけ

で見るのではなく、経営の側面でも見て行く必要

があるのではないか。③マニュアル、環境テキス

トの全面的な見直しが必要ではないか。④目的目

標で、自分達の関わりが実感できるようなものに

していく必要があるのではないか。⑤順法で、誰

が責任を持つのか不明確なものがある。などの指

摘を頂きました。 

評価された点では、①猛暑の中、売り切ったケ

ースの消灯やバックヤードの空調機の停止等、努

力がされている。②廃棄ロス削減で、来店者数見

込みや昨年実績等のデータが有効に活用されてい

る。③エコトレーの導入や透明トレー回収などが

実施され、ＣＯ２削減の取り組みがされている。

などの良い面が評価されました。 

指摘を受け、更に環境マネジメントシステムが

機能し、環境負荷の低減

や環境管理の強化、さら

には経営に役立つよう、

見直しや教育の強化を図

っていきます。 

 

 

 

 

 

 

    

外部審査外部審査外部審査外部審査（（（（更新審査更新審査更新審査更新審査））））    

２月１６日～１８日までの３日間、３年に１回

の「更新審査」を受けましました。 

 結果、「向上」の評価を頂き、ＩＳＯ１４００１

（以下ＩＳＯと省略）の認証を継続する事ができ

ました。 

 審査の結果、管理

が向上したと評価い

ただいた項目が５件、

「不適合（修正しな

ければならない項

目）」はありませんでしたが、改善が望まれる事項

が４件ありました。ＩＳＯでは、「継続的改善」が

求められており、改善すべきことは確実に改善し、

良い面は更に伸ばしていくことが必要です。 

 ＩＳＯの審査は、組合員さんに替わって、「コー

プあいづが環境に配慮した活動が行われているか

どうか」を評価いただくという意味もあります。 

ただし、これで十分ではありません、更に活動を

推進し、地球温暖の原因となるＣＯ2 の排出量削

減、そして、組合員さんの暮らしに役立ち、地域

の環境保全活動の推進に役立つ活動を推進してい

きます。 

 < 審査所見の概要＞ 

 ＥＭＳは３回目の更新を迎え認証取得から 10

年が経過しています。地域社会と密着した活動は

大きな成果を上げています。また店舗の低価格化

（ベスタ化）を推進し事業収益に貢献しています。

今後もＥＭＳ活動が本来業務と更に融合し生協事

業発展に寄与することを期待します。 

＊EMS：Environmental Management System 

環境マネジメントシステム 

 

内部環境監査及び外部審査（更新審査）の実施 

環境報告書に関するお問い合わせ 

生活協同組合コープあいづ 

役員室 新山敦司 

TEL 0241-22-1041 FAX 0241-24-3504 

Mail a_niiyama@coop-aizu.jp 


